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住
民
訴
訟
の
前
提
に
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
住

民
監
査
請
求
を
５
月

日
18

に
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

７
月

日
に
あ
っ
た
そ

17

の
結
果
は
、

年
度
分
に

05
つ
い
て
棄
却
、

年
以
外
の
年

05度
に
つ
い
て
却

下
で
し
た
。

却
下
し
た
05

年
以
外
の
年
度

分
の
結
果
は
、

何
の
監
査
も
行

わ
ず
に
門
前
払

い
と
い
う
も
の

で
す
。

棄
却
し
た
05

年
度
は
、
監
査

を
行
っ
た
も
の

の
県
議
２
名
の

問
題
あ
る
支
出
に
つ
い
て

収
支
報
告
が
減
額
修
正
さ

れ
て
お
り
、
修
正
に
伴
う

返
還
す
べ
き
金
員
も
返
還

済
み
あ
る
い
は
、
返
還
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
こ

れ
ら
以
外
に
不
適
切
な
支

出
は
な
い
と
し
た
も
の
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
監
査

し
た
と
す
る

年
度
の
結

05

果
に
は
、
各
支
出
毎
の
個

別
明
細
や
、
領
収
書
の
有

無
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

お
ら
ず
、
到
底
不
適
切
な

支
出
が
な
い
と
す
る
こ
と

が
真
実
と
認
め
る
に
た
る

よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
妻
を
雇

用
し
た
と
す
る
支
出
に
つ

い
て
も
不
適
切
で
な
い
と

、

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

、

こ
の
結
果
を
不
服
と
し
て

住
民
訴
訟
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

訴
え
で
は
、

①
こ
れ
ら
の
支
出
の
使

途
に
裏
付
け
が
な
く
具
体

的
な
使
途
あ
る
い
は
必
要

性
を
欠
い
て
お
り
法
定
外

、

支
出
で
あ
り
違
法
で
あ
る

、

②
事
務
所
費
に
つ
い
て

他
の
事
務
所
を
併
用
し
な

が
ら
、
併
用
事
務
所
数
を

少
な
く
偽
っ
て
い
た
り
、

按
分
割
合
が
高
率
で
あ
っ

た
り
し
て
、
政
務
調
査
費

が
過
大
に
充
当
し
て
い
る

違
法
が
あ
る
、

③
人
件
費
に
つ
い
て
、

妻
を
雇
用
し
た
と
す
る
議

員
が
９
議
員
い
る
が
、
妻

の
雇
用
は
、
政
務
調
査
活
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当
会
は
、
８
月

日
、
仁
坂
吉
伸
県
知
事
に
対
し
、

名
の
元
・
現
県
議

16

41

が

年
か
ら

年
度
に
、
政
務
調
査
費
か
ら
事
務
所
費
、
事
務
費
、
人
件

03

05

費
と
し
て
支
出
し
た
計
１
億
５
５
５
３
万
６
６
０
８
円
が
違
法
支
出
で
あ
る

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
議
員
に
返
還
請
求
す
る
よ
う
求
め
る
住
民
訴
訟
を
提

起
し
ま
し
た
。
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返
却
を
伴
う
修
正
は
３

名
の
現
職
議
員
で
す
。
減

額
額
と
返
却
額
の
ト
ッ
プ

は
、
大
沢
県
議
で
す
。
同

議
員
の
修
正
は
、

年
度

03

〜

年
度
の
家
賃
全
額
１

05
０
８
万
円
と
、

年
度
の

04

エ
ア
コ
ン
代

万
円
の
計

12

上
を
削
除
し
、
さ
ら
に
、

年
度
の
４
台
分
の
駐
車

05場
代

万
６
０
０
０
円
を

33

２
台
分
の
半
額
に
減
額
し

て
い
ま
す
。
こ
の
修
正
に

伴
う
返
却
額
は

万
４
２

86

０
３
円
で
す
。
次
で
原
議

員
で
す
。
同
議
員
は
、
05

年
度
の
事
務
所
賃
借
料
の

ヶ
月
分
の

万
８
０
０

10

35

０
円
を
減
額
し
返
却
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
次
は
門

議
員
。
同
議
員
は
、

年
05

度
の
事
務
所
賃
借
料

万
48

、

円
を
半
額
に
減
額
修
正
し

万
３
７
４
７
円
を
返
却

22し
て
い
ま
し
た
。

返
却
の
な
い
減
額
修
正

は
、
次
の
２
名
で
す
。

森
元
議
員
が

年
度
の

05

賃
借
料
１
２
０
万
円
の
う

ち

万
円
を
減
額
。
須
川

36
議
員
が
、

年
度
の
事
務

05

所
費
に
計
上
し
て
い
た
医

療
品
代
７
３
５
０
円
を
減

額
修
正
し
て
い
ま
し
た
。

大
沢
議
員
の
家
賃
の
全

額
の
減
額
は
、
自
己
所
有

の
建
物
で
あ
り
、
賃
借
料

の
発
生
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
政
調
費
を
充
当
し

。

て
い
た
と
い
う
も
の
で
す

同
氏
の
エ
ア
コ
ン
代
と
須

川
議
員
の
医
療
品
代
は
、

政
調
費
の
充
当
が
許
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
目
的
外
支

出
で
す
。

、

門
議
員
と
森
元
議
員
は

他
団
体
の
事
務
所
を
併
用

し
て
い
た
こ
と
に
伴
う
減

額
で
す
。

原
議
員
の
返
却
は
、
監

査
委
員
が
適
切
な
支
出
と

認
定
し
た
事
務
所
費
に
つ

い
て
、
私
達
が
、
実
質
、

機
能
し
て
い
な
い
事
務
所

の
賃
借
料
へ
の
充
当
は
不

適
切
と
す
る
指
摘
を
半
ば

認
め
た
と
い
え
る
も
の
で

す
。
こ
の
原
議
員
と
監
査

、

委
員
の
対
応
の
違
い
か
ら

監
査
委
員
の
政
調
費
の
充

当
を
不
適
切
と
決
め
る
基

準
が
極
め
て
甘
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

県議・政調費の減額修正額とこれまでの
収支報告の減額修正額計２３３万円

門
三
佐
博
議
員
の
返
却
額

２
２
万
円

事
務
所
賃
借
料
半
額
分

原
日
出
夫
議
員
の
返
却
額

３
５
万
円

事
務
所
賃
借
料
１
０
ヶ
月
分

こ
の
間
の
私
達
の
追
及
で
、

名
の
現
職
、
１
名
の
元
職
の
県

4

議
が
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
計
２
３
３
万
円
の
減
額
修
正
を
行

い
、
そ
れ
に
伴
い
３
名
の
県
議
が
約
１
４
４
万
円
を
返
却
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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動
の
補
助
者
に
は
該
当
せ

ず
、
単
に
議
員
の
所
得
を

増
や
す
行
為
と
云
わ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
か
ら
到
底

認
め
ら
れ
な
い
、
と
し
て

い
ま
す
。

第
１
回
の
裁
判
期
日
が

月
９
日
午
後
１
時

分

10

15

と
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

妻を補助者とし

て政調費を

支払っている

県議名一覧

浅 井 修一郎議員

浦 口 高典元議員

大 沢 広太郎議員

尾 崎 要二議員

下 川 俊樹議員

須 川 倍行議員

野見山 海議員

平 越 孝哉議員

森 正樹元議員

住民訴訟で返還を

求める金額一覧

県議名 小計

5,136,364浅井 修一郎議員

4,092,181東 幸司元議員

3,155,965飯田 敬文元議員

5,491,053井出 益弘議員

3,940,000宇治田栄蔵議員

2,467,635浦口 高典元議員

2,504,661江上 柳助議員

5,280,554小川 武議員

5,071,902大沢 広太郎議員

3,300,000尾﨑 太郎議員

3,830,187尾崎 要二議員

4,811,406門 三佐博 議員

4,002,840木下 善之元議員

3,508,781小原 泰元議員

4,394,000阪部 菊雄元議員

3,108,512坂本 登議員

3,189,118下川 俊樹議員

2,495,195須川 倍行議員

3,728,041谷 洋一議員

2,679,447玉置 公良議員

1,914,317角田 秀樹議員

3,990,000冨安 民浩議員

2,942,977中村 裕一議員

5,350,611長坂 隆司議員

612,129新島 雄議員

1,222,475新田 和弘元議員

3,878,314野見山 海議員

5,298,859花田 健吉議員

6,187,391平越 孝哉議員

4,607,458藤山 将材議員

4,492,590前川 勝久元議員

3,773,068前芝 雅嗣議員

4,359,210松本 貞次議員

757,850町田 亘議員

7,556,212向井 嘉久議員

4,563,236森 正樹元議員

2,281,923山下 大輔議員

2,153,006山下 直也議員

5,511,230山田 正彦議員

5,242,680吉井 和視議員

2,653,230和田 正人元議員

155,536,608計

大
沢
広
太
郎
議
員
の
返
却
額

８
６
万
円

家

賃
・

エ
ア

コ

ン

代

全

額
と

駐

車

場
代

の

一

部

返却額



県議
現交付
額につ 備考欄
いて

支給対象領収証 活動報告視察報告会計帳
について 公開 書公開 書公開 簿公開

原　日出夫 多い その他 その他 その他
会派と議 全面公 的には賛成ですが活動の分野を一定決める必要がある。※５　
員 開 平成19年度から実施する（復命書を添付）視察「旅費規定」がな

※1　私は事務所を自宅に移し平成19年度は100万円の減額を公
約にしています。※3平成19年度から個人として実施。※４　基本

いので作定するように要望する。※　６会計処理的に可能なら19
年度から実施します。　

雑賀　光夫 多い 賛成 賛成 賛成
会派と議 全面公
員 開

藤井　健太郎多い 賛成 賛成 賛成
会派と議 全面公
員 開

松坂　英樹 多い 会派 賛成 賛成 賛成
全面公
開

奥村　規子 - 賛成 賛成 賛成 ※１　わからない
会派と議 全面公
員 開

江上　柳助 妥当 その他 賛成 その他
会派と議 全面公 る。その上で第3者のプライバシーを保護する必要がある。※６会
員 開 計帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで必ずしも公

※４明確な使途基準を策定し、支出を使途基準に従って処理す

開しなくても良いのではないか。

角田　秀樹 妥当 賛成 賛成 なし
会派と議 全面公 感点で充分注意が必要と考える。６会計帳簿の作成は必要であ
員 開 る。しかし、帳簿管理は会派及び個人の手元資料という位置付け

※４　使途基準を明確にする。但し、第3者のプライバシー保護の

で、必ずしも公開の必要性については否定と考える。

多田　純一 妥当 その他 賛成 その他
会派と議 全面公 バシーを保護していく必要もあり。※６　会計帳簿の作成は必要。
員 開 しかし、帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで、必ず

４使途基準を明確にし、それに従って処理する。、第3者のプライ

しも公開することはない。

中　拓哉 妥当 賛成 賛成 その他
会派と議 全面公 ※６　和歌山県政務調査費の交付に関する規程第７条ですでに
員 開 明文化されているため。領収証公開することで満たされている。

山下大輔 妥当 賛成 賛成 賛成 ※４　早急に議会としてのルールを作成すべき
会派と議 全面公
員 開

真わかや
ま　 代表　
松本貞次
外７名

前略、私共は、６月議会において政務調査について、会派として議会改革検討委員会へ問題提起をしており、話し合
いを進めているところです。したがって、アンケートについては申し訳ございませんが、見送らせていただきますので、よ
ろしくお願いします。

和歌山市
議

現交付
額につ 備考欄
いて

支給対象領収証 活動報告視察報告会計帳
について 公開 書公開 書公開 簿公開

松本　哲郎 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他

４明確な使途基準に従って支出することが第一。第三者のプライ
バシーの保護も必要ではないか。６領収書を全面公開するので
あれば、帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで必ず
しも公開しなくても良いと思う。

中塚　隆 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他書の公開があれば、帳簿は根拠資料としていれば良いと思われ
４明確な使途基準に従って支出することが第一と考える。６領収

る。

薮　浩昭 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他

４明確な使途基準に従って支出することが第一。第三者のプライ
バシーの保護も必要ではないか。６領収書を全面公開するので
あれば、帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで必ず
しも公開しなくても良いと思う。

奥山　昭博 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他

４明確な使途基準に従って支出することが第一。第三者のプライ
バシーの保護も必要だと考える。６領収書を全面公開するのであ
れば、帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで必ずし
も公開しなくてもよいと考える。

中尾　友紀 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他護も必要。６領収書を全面公開するのであれば、帳簿は会派及
４明確な使途基準に従って支出する。第三者のプライバシーの保

び個人の手元でよいのではないか。

岩井　弘次 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他簿の作成は必要と考える。その上で、会計帳簿の「裏づけ資料」

４使途基準を明確にし、支出を基準に合致させる事が第一。基準
に合致するものすべてについての作成は煩雑にすぎる。６明確な
使途基準を策定した上で、政務調査費の支出を記載する会計帳

である領収書を全面公開する場合には、帳簿は会派及び個人の
手元資料という位置付けで必ずしも公開でなくても良いのではな
いかと考える。
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政
務
調
査
費
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
６
質
問
。
質
問

は
、
①
「
交
付
額
に
つ
い

て

、
②
「
支
給
対
象

、

」

」

③
「
領
収
証
の
公
開

、
④

」

「
活
動
報
告
の
公
開
（
作

成

、
⑤
「
視
察
報
告
書

）
」

の
公
開

、
⑥
「
会
計
帳
簿

」

の
公
開
」
に
つ
い
て
質
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
選

択
肢
か
ら
選
ん
で
回
答
す

る
形
で
す
。

回
答
の
選
択
肢
は
、
①

が
「
多
い
、
妥
当
、
少
な

い

、
②
が
「
会
派
、
会
派

」
と
議
員
、
議
員
個
人

、
③

」

が
「
全
面
公
開
、
○
円
以

上
公
開
、
非
公
開

、
④
か

」

ら
⑥
が

「
賛
成
、
反
対
、

、

そ
の
他
」
で
す
。

回
答
状
況
は
次
ペ
ー
ジ

以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
そ
れ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。県

議
は

議
員
中

議

46

10

員
の
み
し
か
回
答
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
如
何
に

も
少
な
す
ぎ
ま
す
。
政
務

調
費
を
追
及
し
て
い
る
オ

ン
ブ
ズ
に
は
回
答
で
き
な

い
と
で
も
云
う
の
で
し
ょ

う
か
。
い
ま
や
、
政
調
費

の
透
明
化
は
県
民
の
共
通

の
課
題
と
認
識
す
べ
き
で

す
。
回
答
し
な
か
っ
た
県

議
は
、
県
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
と
批
難
に
値
し
ま
す
。

和
歌
山
市
は
領
収
証
等

に
つ
い
て
未
だ
に
一
切
非

公
開
で
す
が
、
中
核
市
で

み
る
と
、

市
中

市
と

35

21

％
の
市
が
公
開
し
て
い

60ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

回
答
で
は

「
全
面
公
開
」

、

す
べ
き
と

が

人
中

人

40

23

回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
す
れ
ば
、
政
調
費

の
透
明
化
は
、
具
体
的
な

政
治
課
題
と
し
て
直
ち
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い

え
ま
す
。

「
活
動
報
告

「
視
察
報

」

告
書

「
会
計
帳
簿
」
の
公

」

開
が

「
領
収
証
の
公
開
」

、

に
比
べ
「
賛
成
」
が
少
な

い
よ
う
で
す
が
、
領
収
証

の
公
開
だ
け
で
は
、
そ
れ

ら
が
ど
の
よ
う
な
政
務
調

査
活
動
に
用
い
ら
れ
た
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
活
動

報
告
や
視
察
報
告
書
を
公

開
す
る
こ
と
で
、
政
務
調

費
の
使
途
と
活
動
と
の
関

連
性
な
ど
が
具
体
的
な
形

で
明
ら
か
に
な
り
透
明
性

が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た

「
会
計
帳
簿
の
公

、

開
」
は
、
会
計
帳
簿
が
公

開
さ
れ
る
こ
と
で
、
情
報

の
透
明
化
が
飛
躍
的
に
増

大
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
す

る
市
民
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
ま
ず
会
計
帳
簿
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
お
か
し
な
点

が
あ
れ
ば
、
そ
の
点
を
領

収
証
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ

り
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易
に
な

り
ま
す
。

会
派
で
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
高
め
て
い
る
と
い
う

意
見
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

会
派
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

高
め
る
こ
と
を
否
定
し
ま

せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
で
透

明
化
を
矮
小
化
す
る
こ
と

。

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

要
は
、
市
民
が
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

、

政
調
費
の
減
額
を
唯
一

原
県
議
が
、
平
成

年
度

19

か
ら
１
０
０
万
円
減
額
す

る
い
い
ま
す
。
減
額
も
歓

迎
し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

で
透
明
化
を
矮
小
化
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
政
調
費
が
あ
る
限

り
、
活
動
と
使
途
の
透
明

化
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
す
。

市
議
、
領
収
証
全
面
公
開
に
賛
成
２
３
人

政務調査費アンケート集計結果
県議21.7％,和歌山市議100％の回答

第

回
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
大
会
に
お
い
て
、
政
務
調
査
費
ア
ン
ケ
ー
ト
の

14

全
国
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
で
は
、
県
と
中
核
市
で
あ
る
和
歌

山
市
を
対
象
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
国

都
道
府
県
を
は
じ
め
１
０
９
自
治
体
の

47

５
７
６
７
議
員
に
送
付
し
た
結
果
、
３
０
５
４
議
員
が
回
答
。
全
国
平
均
回
答
率

％
53

で
し
た
。
和
歌
山
の
回
答
率
は
、
県
議

・
７
％
、
市
議
１
０
０
％
で
し
た
。

21

ま
た
、
領
収
証
を
「
全
面
公
開
」
す
べ
き
だ
と
し
た
市
議
が
、

人
中

人
と
過

40

23

半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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今
回
は
、
ベ
レ
ン
か
ら
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
ま
で
の
旅
を
お

伝
え
し
ま
す
。

赤
道
直
下
の
町
「
ベ
レ
ン
」

ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
大
都
市
ベ
レ

ン
に
は
、
マ
ナ
ウ
ス
か
ら
飛
行
機

で
サ
ン
タ
ー
レ
ン
を
経
由
し
約
２

時
間

分
を
要
し
て
到
着
。

30

、

、

飛
行
中

眼
下
一
面
に
広
が
る

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

中
に
、
蛇
行
し
て
流
れ
る
ア
マ
ゾ

ン
の
大
河
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
所
々
に
野
焼
き
の
よ
う

な
後
も
み
ら
れ
、
環
境
問
題
を
考

え
る
と
乱
開
発
に
よ
る
森
林
伐
採

で
な
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ベ
レ
ン
は
、
１
６
１
６
年
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
要
塞
が
築
か
れ
て
以

来
の
歴
史
を
持
ち
、
植
民
地
時
代

の
情
緒
を
色
濃
く
残
し

別
名

マ

、

「

ン
ゴ
ー
並
木
の
町
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
赤
道
直
下
に
位

置
し
て
い
な
が
ら
毎
日
降
る
ス
コ

ー
ル
に
よ
り
比
較
的
凌
ぎ
や
す
い

町
と
も
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
と
お
り
で
し
た
。
私
達
が
訪
れ

た
と
き
も
ス
コ
ー
ル
が
降
り
、
マ

ン
ゴ
ー
の
並
木
が
続
く
町
を
歩

き
、
赤
道
直
下
の
涼
し
さ
を
肌
で

感
じ
て
き
ま
し
た
。

ベ
レ
ン
で
は
、
日
系
人
の
さ
ゆ

り
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ゆ
り
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
が

和
歌
山
に
住
ん
で
い
る
関
係
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
夕
食
の
招
待
も
受
け
自
宅
を

訪
問
。
レ
ン
ガ
で
周
囲
を
囲
っ
た

大
き
な
敷
地
の
家
で
し
た
。
お
母

さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
、
す
で
に

他
界
し
て
い
る
お
父
さ
ん
が
串
本

出
身
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
さ
ゆ

り
さ
ん
の
暖
か
い
も
て
な
し
が
心

に
残
り
ま
し
た
。

市
内
観
光
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の

大
き
さ
に
改
め
て
驚
愕
。
対
岸
が

地
平
線
の
彼
方
に
も
見
え
ず
、
ま

る
で
海
の
よ
う
で
す
。
川
幅
が
約

１
６
０
㎞

あ
り
、
真
中
に
あ
る

も

島
が
九
州
程
の
大
き
さ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

ベ
レ
ン
に
二
泊
し
、
次
の
訪
問

地
で
あ
る
「
世
界
遺
産
」
の
街
サ

ン
・
ル
イ
ス
へ
と
夜
７
時
の
夜
行

バ
ス
に
て
向
か
う
。
翌
朝
６
時
30

分
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
。

教
会
を
中
心
と
し
た
町
並
み
は

風
情
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
町
で
、
そ
の
名
も

ル
イ

世
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

14

れ
た
と
い
う
。
市
内
は
明
る
い
タ

イ
ル
の
壁
と
、
繊
細
な
彫
金
細
工

の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
家
々
が
連
な

り
、
ま
る
で

、

世
紀
の
南
欧

17

18

の
町
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分

に
浸
り
ま
し
た
。

翌
日
、
や
は
り
世
界
遺
産
で
あ

る
レ
ン
ソ
イ
ス
・
マ
ラ
ニ
ャ
ン
セ

ス
国
立
公
園
へ
。
地
元
の
人
達
の

ツ
ア
ー
に
混
じ
り
向
か
う
。
サ
ン

ル
イ
ス
か
ら
約
２
６
０
㎞
の
海
岸

近
く
に
広
が
る
砂
丘
で
、
そ
の
広

さ
は
東
京

区
２
個
分
が
入
っ
て

23

ま
だ
余
る
ほ
ど
の
広
さ
だ
と
い

う
。
あ
た
り
一
面
に
真
っ
白
な
砂

、

。

漠
が
続
く

知
る
人
ぞ
知
る
砂
丘

白
い
砂
の
正
体
は
、
水
晶
の
成
分

で
あ
る
石
英
だ
と
い
う
。
不
純
物

が
混
ざ
ら
ず
石
英
の
粒
の
み
で
作

ら
れ
た
砂
丘
は
、
長
い
年
月
を
経

て
研
磨
さ
れ
、
光
を
反
射
し
て
白

く
輝
い
て
い
る
の
で
す
。
雪
の
よ

う
に
続
く
白
い
砂
丘
と
青
空
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
今
も
目
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
１
月
は
、

ち
ょ
う
ど
雨
期
で
、
雨
水
が
溜
ま

り
、
い
く
つ
も
の
湖
が
現
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に

か
魚
も
住
み
、
短
い
一
生
を
過
ご

す
と
い
う
か
ら
神
秘
的
だ
。

サ
ン
ル
イ
ス
に
戻
り
、
深
夜
３

時

分
発
の
飛
行
機
で
、
リ
オ
・

30
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
へ
と
向
か
う
。

国
際
観
光
都
市
「
リ

オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ

ロ
」リ

オ
は
、
７
０
０
万

人
を
超
え
る
人
口
を
有

し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
次

ぐ
第
２
の
都
市
。
華
や

か
な
カ
ー
ニ
バ
ル
、
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
、
そ
し
て
世
界
３
大
美
港

の
ひ
と
つ
と
讃
え
ら
れ
る
グ
ア
ナ

バ
ラ
湾
の
景
観
な
ど
、
い
く
つ
も

の
条
件
を
兼
ね
備
え
た
国
際
観
光

都
市
。
昨
年
、
日
本
の
新
聞
に
も

掲
載
さ
れ
た
強
盗
団
に
よ
る
警
察

署
や
、
長
距
離
バ
ス
へ
の
襲
撃
事

件
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
少
し

。

、

、

不
安
に

し
か
し

溢
れ
る
人
々

海
岸
線
に
沿
っ
て
建
ち
並
ぶ
豪
華

な
ホ
テ
ル
、
ビ
ー
チ
で
戯
れ
る
美

し
い
女
性
、
い
ず
れ
を
取
っ
て
も

絵
に
な
る
風
景
が
不
安
を
解
消
し

て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
、
コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
丘
、

ポ
ン
・
ジ
・
ア
ス
ー
カ
ル
を
見
学

し
夕
方
の
長
距
離
バ
ス
に
て
イ
グ

ア
ス
の
滝
へ
と
向
か
う
。

次
回
は
イ
グ
ア
ス
の
滝
か
ら
帰

国
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
旅
日
記

№
３

迫

間

脩

ベ
レ
ン

リ
オ

か
ら



和歌山市議
現交付
額につ 備考欄
いて

支給対象領収証 活動報告視察報告会計帳
について 公開 書公開 書公開 簿公開

中嶋　佳代 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他記載する会計帳簿の作成は必要と考える。その上で、会計帳

４まずは使途基準を明確にし、支出を基準に合致させる事が
第一。基準に合致するものまで作成するとなると煩雑にすぎ
る。６明確な使途基準を策定した上で、政務調査費の支出を

簿の「裏づけ資料」である領収書を全面公開する場合には、
帳簿は会派及び個人の手元資料という位置付けで必ずしも
公開でなくても良いのではないか。

中橋　龍太郎 妥当 会派 賛成 その他 賛成 その他が必要。６全面公開の領収書あれば、帳簿の公開は必ずしも
４使途基準に支出を合致させることが先。プライバシーも考慮

公開でなく手持ち資料の位置付けで良いと思う。

大艸　主馬 妥当 会派 賛成 賛成 賛成 賛成

南畑　幸代 妥当 会派 賛成 賛成 賛成 賛成

後　みつる 妥当 議員個人 賛成 賛成 賛成 賛成

森下　佐知子 妥当 会派 賛成 賛成 賛成 賛成

渡辺　忠広 多い 会派 賛成 賛成 賛成 賛成 ※３，１円以上

石谷　保和 多い 議員個人 賛成 賛成 賛成 賛成 　

旅田　卓宗 妥当 会派 賛成 賛成 賛成 ※３、　５万円以上
　円以
上公開

山本忠相 妥当 賛成 賛成 賛成 賛成
会派と議
員

寒川　篤 妥当 賛成 賛成 賛成 賛成
会派と議
員

東内　敏幸 妥当 賛成 賛成 賛成 賛成
会派と議
員

〆木　佳明 妥当 賛成 賛成 賛成 賛成
会派と議
員

山田　好雄 妥当 賛成 賛成 賛成 賛成
会派と議
員

新和クラブ　　
（１６名）

妥当 会派 その他 その他 その他 その他会派で回答

和歌山市議
会新風クラブ 
中村　協二　
島　幸一　　
松井　紀博　
野嶋　広子

妥当 会派 賛成 反対 その他 反対 、今後の取り組み目標を参考のため付記しますのでご参照

前略　貴団体より、過日お届けいただきました、「政務調査費
アンケート」に対し、当会派において種々議論を行い、結果と
して新風クラブ統一見解をもって回答とさせていただきます。
なお、政務調査費に対する会派内取り決め及び事務の流れ

下さい。私ども新風クラブ所属議員は、市民の信託を受けた
ものとして常に自らを律するとともに、相互監視を持ってその
公正性を保ちつつ職務に奉じていることを、この機会をお借り
し念のため申し添えます。草々

３当会派では会派内でチェック機能を有するとして公開に特に必要性を感じないが、「将来、公開するとするならば
」市民に誤解が生じないよう、金額の多寡に拘わらず全面公開すべきであろう。４当会派では、およそ１ヶ月に一度
の頻度で全ての出金について、その目的に資するものであるか、市民に誤解を与えるものではないか、などの観
点から「政務調査費に関する会派会議」を開催し、政務調査費として不適切な支出と認めた場合には、速やかに返
金処理を行っている。会議に付する詳細資料は、出金日・出金額・出金先氏名・出金目的が記された入出金明細
書、銀行預金通帳、領収書が貼付されている出金命令書である。支出内容が複雑等の事由から疑義が生じた場
合は、支出申し出者にはその説明責任を課し、入出金明細書にその内容を記載する。これらの作業をもってその
目的を担保しており、報告書の作成により事務作業が煩雑化する事は本来目的に適わないものと考える。また定
例的な報告書の作成で事足れりとすることにより相互監視の機能が低下する事こそ憂慮する。５詳細報告書の作
成・公開には原則賛成である。その報告書を前述の「政務調査費に関する会派会議」に資料として付する事により
、相互監視の機能強化に一定資すると考えられる。６当会派においては前述の通り、既に会計帳簿を作成しており
公開するに吝かではないが、その作成目的はあくまで経理の正確性を保つものである。当会派では副次的目的と
してそれをもって会議の検討資料としているものである。標準化・義務化にはその必要性を感じない。※※当会派
では去る５月に今任期最初の「政務調査費に関する会派会議」を開催し、【和歌山市議会政務調査費の交付に関
する条例施行規則】第６条の規程する使途基準、および【政務調査費に関する取り決め事項】に基づく使途基準を
改めて確認・徹底したところである。また全国各地での政務調査費に関する各裁判例等をもって議論をし、どの様
な使途が普遍的な価値観に合致し、市民からの誤解が生じないか等の基本的考え方を検討した。新風クラブでは
、この様な経緯から、更に細部にわたる使途基準とチェック機能の強化策を盛り込んだ、会派独自の「政務調査費
取り扱いに関する基準」が必要であるとの結論に到り、これを速やかに作成する事を取り決め、現在その作業を進

めているところである。　
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当 面 の 予 定

９月２０日 ４ ００～PM :
ニュース発送作業

９ ６ ００～月２６日 PM :
第３回全員会議

１０ ～月９日 PM1:15
県議政務調査費違法支出金返還請求住

民訴訟第 回裁判1
１０月２６日 ４ ００～PM :

編集会議

１１ ４ ００～月１９日 PM :
ニュース発送作業日

１１ ６ ００～月２８日 PM :
第４回全員会議

次 回 会 員 会 議 の ご 案 内
日 時 ９月２６日(水 )午後６時～

場 所 和歌山市勤労者総合センター

（和歌山市役所西隣 ）TEL 073-433-1800

こぞってご参加下さい




